
津久井城跡（相模原市） 築城年代：鎌倉時代、築城者：津久井爲行

ここから津久井城跡へ登って行く/前方の城山に城跡が展開する



　　　少し退いて城山を見たところ



根小屋地区のパークセンター→城坂橋→＜御屋敷＞→車坂（男坂）→＜飯綱曲輪＞→＜鷹射場＞→＜宝ヶ池＞→＜大杉＞→＜太鼓曲輪＞→
→＜堀切＞→＜本城曲輪＞→城山山頂→津久井古城碑と進んでみよう



　　ここはパークセンターで、根小屋地区と呼ばれる辺りで、江戸時代の陣屋跡らしい



　　　　　反対側から見たところ



　　　　　　　ここはその研修棟



　　　津久井城跡縄張り図がある





　　　　　　拡大図



　　　　　模型がある/南西側から北東方向を見たところ



　　南東側から北西方向を見たところ



　　北西側から南東方向を見たところ



　　　　　　さて、右手に進んでいく/前方に橋が見える



　　城坂橋/この先は城坂曲輪群が所在したエリアのようだ/欄干に説明板がある





　これが「堀」



　　　　　　さて、正面の道を登って行くことにする/左手の柵に説明板がある





　　　さて、少し登ると平場がある/ここが＜御屋敷＞/東側から西方向に見たところ





　　北東側から南西方向を見たところ



　　少し進むと手摺に説明板がある





　　こんな感じ



　　　　これはその付近の展望台から南方向を見たところ





　　　　さまざまな説明板がある









　　　　　　　さて、ここを登って車坂（男坂）へと向かう



　　　この正面の道が車坂（男坂）



　　右手に登って行く/左の道は女坂





　　　　　　岩が露出している



　　　正面にベンチが見えてきた



　　登り切って振り返ったところ/ここは堀切であったようだ



　さて、右手に進むと鳥居が見えてくる



　ここは＜飯綱曲輪＞にある飯綱神社



　　　標柱に＜飯綱曲輪＞とある



　飯綱神社社殿



　　こんな感じ



　　　　　　これは飯綱神社社殿から北側の下を見たところで、平場が見える



　　　下へ降りてその平場を見たところ/腰曲輪のようだ



　　こんな感じ



　　　　そこから正面に飯綱神社社殿を見上げたところ



　また、これは飯綱神社社殿から南側の下を見たところで、こちらにも平場が見える



　　　こんな感じ/こちらも腰曲輪か



　　　　　　　さて、＜飯綱曲輪＞から少し東方向に行くと説明板が立っていた



　　説明板の背後は土塁のようだ



　　　　この付近に烽火台（鐘撞堂）があったという



　　右手の虎口のような先に平場（説明板では「みはらし」と記されている）がある



　　その平場から振り返って見たところ



　　　　さて、烽火台（鐘撞堂）があったというところから東方向へ少し下って行く



　　　　　左手に小さな池がある



　説明板がある





　　こんな感じ



　　脇にはこんな石碑が立っていた



　　　　　　さて、そこからもう少し東方向へ下って行く



　　すると、こんな感じの堀切がある



　　　　　反対側から見たところ





　　左手に堀切を見下ろしたところ



　　右手に堀切を見下ろしたところ



　更に進んでいくと前方に平場がある



　　ここがその平場への虎口のようだ



　　　　　この平場が＜鷹射場＞



　　標柱に＜鷹射場＞と記されている



　　　　　さて、＜宝ヶ池＞まで戻り、西方向へ少し進むと＜大杉＞があった







　さて、最初に車坂（男坂）を登り切ったところにあったベンチのところから、今度は＜飯綱曲輪＞と反対の西方向（正面）へ行こう



　　少し行くとここを左手に折れて進む



　　こんな感じを進むと平場がある



　　　ここは家老屋敷跡のようだ



西方向を見上げたところ/この上に＜太鼓曲輪＞があるようだ



　　　　　　その上に登って行く



　　　　　　ここが＜太鼓曲輪＞



　　　標柱に＜太鼓曲輪＞とある



　　　　　　　さて、更に西方向に進むと説明板がある







これが＜堀切＞

ひ



　　　土橋から左手を見たところ



　　　　　　その先はこんな具合



　　　土橋から右手を見たところ



　　　　　その先はこんな具合/竪堀となって落ちている



　　土橋を渡って振り返って見たところ



　　さて、そこから西方向へ更に進むと、ここにも堀切とそこを渡る土橋があった



　　　　堀切の左手を見たところ



　　　　堀切の右手を見たところ



　　　　　　　土橋を見たところ



更に少し西方向へ進むと切り通しのような道（虎口）がある/文化財として縄張で保護されており、「立ち入り禁止」/左手に迂回する



すると平場になっており、虎口から上がってくるここに土蔵などがあったらしい/東側から西方向に見たところ



　　　　右手に標柱が立っている



　「土蔵」とある



　　西側から東方向に見たところ



さて、その平場を越えて更に西方向に進むと説明板が立っている/説明板によるとこの平場は米曲輪で、右手が＜本城曲輪＞への
虎口で門跡のようだ/正面の高まりは＜本城曲輪＞を囲む土塁



　　　　　　左手（南側）から右手（北方向）を見たところ



　　　　　その左手を見たところ/米曲輪か延びている



　　　　この土塁の上が城山山頂



　　　　北側から南方向にその城山山頂を見たところ/山頂に石碑が立っている







　これが城山山頂にある津久井古城碑





　　　津久井古城碑



　　これは城山山頂の北側の平場である＜本城曲輪＞を見下ろしたところ/そこにも説明板が立っている





拡大図



　　＜本城曲輪＞から土塁の上の城山山頂を見たところ/北側から南方向に見る



　　西側から東方向に土塁の上の城山山頂を見たところ



　　　　　その左手を見たところ



　　　　これは城山山頂から東方向を見下ろしたところ



　　これは城山山頂から西方向を見下ろしたところ/前方は津久井湖/手前は＜本城曲輪＞西側の米曲輪



　　　その左手を見たところ/左手に米蔵への虎口がある



　　　　　これは＜本城曲輪＞西側の米曲輪を南側から北方向に見たところ



これが津久井湖



　　振り返って南方向を見たところ



　　　　　　この左手を下りて行くと米蔵に至るようだ



　　ここがその虎口（米蔵枡形虎口）



下に平場がある



　　こんな感じ



　更に下に進む



　　そこはこんな平場/ここが米蔵



　周囲は土塁状になっている/南側からここへ上ってくるルートが大手道だったという



　　　石積みの名残りが見られる



　　　　　　アップで見たところ



　　　　さて、これは城山を下りてくる途中にあった石碑



　　「築井城趾」とある



　だいぶ下りて来たところにある東屋から津久井湖が見える



　　これはパークセンター近くにある社





　最後に駐車場から見た津久井城跡
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